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製品コンセプト＆ビジョン
次世代制御システム
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約50年前：PLC（プログラマブルロジックコントローラー）の誕生

初のデジタル技術による自動制御の実現

製造業における柔軟性のない制御ロジックに懸念を感じたリチャード E.モーリー氏が、コンピューターが持つ計算能力や条件制御から
インスピレーションを受け、循環ループでプログラムを実行するアイデアを元に世界初のPLC（プログラマブルロジックコントローラー）を
商品化、その後Modicon社（現シュナイダーエレクトリック）を設立

1968年: モジュラー型デジタル制御 Modular digital control

プロセスPLC

マシンPLC

Modicon PLCシリーズ
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約50年後：テクノロジーや外部環境は大きく変化

FAの主役はハードウェアからソフトウェアへシフト

モーション無線（5G）

インダストリー
4.0

クラウド
コンピューティング

データ分析 センサー / IoT

3Dプリント

人口知能

拡張現実 / 仮想現実

AI

3D
インダストリー1.0 インダストリー2.0 インダストリー3.0 インダストリー4.0

蒸気および水力による
機械化

電気を使用した
量産組立ライン

ファクトリーオートメーション、
コンピューター、ITシステム、

ロボット

スマートファクトリー、
自律システム、IoT、

機械学習

製造業における4大変革 普及期を迎える新技術
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今までのビジネスでは実現できない新しい未来を創造

製造業における次のパラダイムシフトを起こす

EcoStruxure Automation Expert

① ソフトウェアセントリック = ハードウェア依存からの脱却

③ ネイティブ IT/OT = IIoT＆DXの促進

② オブジェクト指向エンジニアリング = 人手不足への対応
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設計の在り方も次の時代へ
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コンセプト①：ソフトウェアセントリック
ハードウェア依存からの脱却
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ハードウェア依存からの脱却

ハードとソフトの分離によりアプリケーションの高い移植性、再利用性を実現

Symlink

ハード：ソフト＝1：1 ソフト：ハード＝1：N
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Modicon分散ランタイム

様々なアプリケーション（インバーター、PLC、IPC）に対応できるラインナップをご用意

ATV dPAC

モジュール
M251 dPAC M261 dPAC M580 dPAC Essential Edge

コントローラー
Soft dPAC

インバーター制御用
モジュール

機械制御向けPLC 機械制御向けPLC

（高CPU）

プロセス制御向けPLC 小型エッジPC

（Linux）

IPC制御向けソフトPLC

（Win / Linux OS）

すべてのハードウェアで共通のランタイム

すべてのハードウェアで同じアプリケーションが動作

すべてのハードウェアで同じエディターを使用
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コンセプト②：オブジェクト指向エンジニアリング
人手不足への対応
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オブジェクト指向エンジニアリング

制御ロジック、HMI、OPC UA設定、ドキュメントをオブジェクト単位でカプセル化

…
オブジェクト
プロパティ

実際の設備/機器

CATオブジェクトモデルCAT（Composite Automation Type）

主な構成要素

◼ 制御プログラミング

◼ HMIシンボル

◼ OPC UA設定

◼ ドキュメント
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オブジェクト指向の例：物流アプリケーション

© 2024 Schneider Electric, All Rights Reserved



オブジェクト指向の例：物流アプリケーション
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CAT例：物流アプリケーション

コンベヤー ターンテーブル 転換機
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コンセプト③：ネイティブIT/OT
IIoT&DXの促進
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ITアプリケーションと標準で連携＆共存

デジタルツイン

EAE開発環境

Modbus        OPC UA,etc
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AVEVA System Platformと簡単接続（アセットリンク）

データコンテキスト化によるIT/OTの標準統合を実現

ネットワーク接続されたスマートデバイス

BuildDesign Operate & Maintain

E
n

d
-t

o
-e

n
d

 C
y
b

e
rs

e
c

u
ri

ty

Batch Management

手頃なラズパイから各種ベンダーの高機能サーバーまで幅広いプラットフォーム拡張性の高い制御プラットフォーム from Schneider Electric

Modicon

M251 dPAC

Altivar

dPAC

Modicon

M580 dPAC

Automation Expert

他社製
App
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バーチャルPLC事例
盤レス＆ハードPLCレス化
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仮想化（バーチャルマシン）の種類

ホスト型 ハイパーバイザー型 コンテナ型

ハードウェア

ホストOS

ホスト型仮想化ソフトウェア

ゲストOS ゲストOS

アプリ アプリ アプリ アプリ

ハードウェア

ハイパーバイザー

ゲストOS ゲストOS

アプリ アプリ アプリ アプリ

ハードウェア

アプリ アプリ アプリ アプリ

ホストOS

Docker

EcoStruxure Automation Expertは、アプリとしてどのシステムでも動作可能です
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Before：従来型システム構成
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After：EcoStruxure Automation Expertによる仮想化
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After：EcoStruxure Automation Expertによる仮想化
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なぜバーチャルPLCに最適なのか？
従来ハード/ソフトPLCとの違い
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①イベントドリブン型によるCPU負荷の節約＆最適化

サイクリック（スキャン）型 VS イベントドリブン型
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IEC61131-3 IEC61499

サイクリック（スキャン）型
CPU負荷占有率

高い

イベントドリブン型
CPU負荷占有率

低い



②分散制御型によるCPU負荷の節約＆最適化

中央集権型 VS 分散制御型
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CPU負荷が高くなった場合・・・
レイテンシーの問題がある場合・・・

中央集権型のみ
ソフト：ハード ＝ 1 : 1
負荷分散できない

分散制御型も可能
ソフト：ハード ＝ 1 : N

負荷分散可能
IEC61499IEC61131-3

アプリ１
アプリ１

アプリ２ アプリ３ アプリ４

各アプリ作成
接続設定＆デバッグ



②分散制御型によるCPU負荷の節約＆最適化

中央集権型 VS 分散制御型

アプリ1
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Automation Copilot
オートメーション×生成AI
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産業ソフトウェア開発における課題

コスト削減や品質向上に加え、DXによるIT領域との統合がエンジニアの負担を加速

膨大な開発工数 ソフトウェア人材不足 習熟の難しさ

複雑化するシステムにより、設計品
質の担保が難しくなり、不具合改修
を含む開発の長期化を招く

慢性的な制御エンジニアの不足に
加えて、ベテランの退職によるメンテ
ナンス人材のリスクが増大

メーカーごとに独自の操作方法やラ
イブラリーがあり、一から習得するの
に時間がかかる
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制御エンジアリングの効率化のために

Copilotを元にしたAutomation Copilot を開発
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学習スコープとデータのセキュリティー

シュナイダーLLMによるCopilot

• シュナイダーライブラリーと産業ソフトウェアに特化

• 業界標準に合わせたコード出力

お客様データの取り扱い

• 入力に使用したデータなど
SEでの使用や外部へ公開しない

• 学習内容もお客様のスコープでのみ使用

SE学習データ OEM学習データ
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Automation Copilot

生成AIによるプログラミングの自動化により開発工数を最大30％削減

主な機能

• 自然言語によるチャットで制御プログラムの開発をサポート

• コードを解析し、テスト仕様書を自動生成

• モーションなど制御パラメーターの自動生成

特長

• シュナイダーLLMによる製品知識を学習済み

• 既存のプログラムコードを解析し最適なプログラムを提案
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産業用ソフトウェアの進化を加速

Automation Copilotで信頼性の高い制御プログラムを簡単に構築

設計、開発工数削減 プログラム品質向上 人材育成

プログラミングやパラメーター設定の
サポートにより、工数削減に寄与

自動テストケースの作成サポートに
よりテスト漏れの防止だけでなく、
不具合の可能性の高い部分の事
前検出によりコードの品質を工場

自然言語によるチャットボットとのコ
ミュニケーションによりビギナーであっ
ても適切なライブラリーを選択可能
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se.com

https://www.se.com/ww/en/
https://www.facebook.com/SchneiderElectric
https://www.linkedin.com/company/schneider-electric/
https://www.youtube.com/user/SchneiderCorporate
https://twitter.com/SchneiderElec
https://www.instagram.com/schneiderelectric/
https://blog.se.com/
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